




















井門 亮 （群馬大学 社会情報学部 情報行動学科 准教授）
松崎由貴 （明治大学 政治経済学部 兼任講師）
研究の概略：





























































2012 年 6 月 1 日 馬淵昌也「從李贄到唐甄」




2012 年 8月 2 日 蝦名良亮「清末民初の明末清初観──梁啓超『清代学術概論』
における劉献廷像について」
2012 年 9月 28 日 松野敏之「語られるものと語られないもの――永暦政権と
西洋（天主教）との関わりを一例として」
2012 年 11月 16日 本間次彦「王夫之『春秋』論を読むための予備的考察」
2012 年 12月 22 日 林文孝「張沐とその顔元批判──「習行経済」をめぐる対
立面」
2013 年 2月 23 日 金泰昊（学習院大学外国語教育研究センター非常勤講師・
ゲスト報告）「古学と朱子学──近世日本の『大学』評釈から考える儒学思想論」





























影響』（Lutz Röhrich: „Erzählungen des späten Mittelalters und ihr Weiterleben






























本研究では iPhoneや iPad などのモバイルデバイス上で、動画の録画・再生
が可能となるアプリケーションとモジュールを開発するが、これによってス
ピーチやプレゼンテーションなどの様子を教員や学習者がモバイルデバイスで
録画し、それをMoodleサーバーの授業活動ページに直接アップロードするこ
とによって、録画した動画をウェブ上で共有・閲覧することができるようにす
る。このシステムによって授業で撮影したアウトプット活動の動画を即座にセ
キュアかつプライベートなサイトでのみ公開することができるだけでなく、手
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もとのモバイルデバイスなどで視聴することによって、その場で自己評価や相
互評価が可能となり、より客観的な視点から活動を評価することができるよう
になる。さらに、様々な観点からなる評価項目が記録できるRubrics(評価基準)
の機能をこのシステムに付け加えることによって、教員から学習者へのフィー
ドバックをより具体的でわかりやすいものにできる。授業ではアウトプット活
動を行い、このシステムを用いてそれらの動画を記録し、相互視聴および評価
活動を通してアウトプット活動がより効果的に行えるかどうかを検証する。
バイリンガル教育を考える
―今後の外国語教育、継承語教育のために―
研究代表者：
堀内ゆかり（学習院大学外国語教育研究センター教授）
研究メンバー：
中島さおり（学習院大学客員研究員、エッセイスト、翻訳家）
研究の目的：
2012 年度のプロジェクトでおこなった、日本における＜バイリンガル幻想＞
の検証、フランスの日仏バイリンガル教育の現状の検証をふまえ、2013 年度の
研究プロジェクトにおいては、日仏の外国語教育の現状を検証し、具体的な提
案により、今後の外国語教育、継承語教育に役立てたい。
研究内容・方法：
在仏日本人（配偶者が日本人、フランス人、第三国人の場合を含む）が、子
弟への日本語継承のために利用している日本語教育機関（日本語補習授業校、
フランス国民教育省下にある学校の日本語セクション、外国語としての日本語
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授業、私立の日本語学校など）の教員にインタビューし、生徒の傾向と教育上
の問題点を探る。また、それらの学校の教育内容を外から規定している、フラ
ンスの外国語政策、外国語カリキュラムについて概観する。
中国思想における倫理と功利
研究代表者：
馬淵 昌也（学習院大学外国語教育研究センター教授）
研究メンバー：
蝦名 良亮（学習院大学外国語教育研究センター非常勤講師）
金 泰昊（学習院大学外国語教育研究センター非常勤講師）
中嶋 諒（学習院大学学長付国際研究交流オフィス PD共同研究員）
松野 敏之（国士舘大学文学部専任講師）
林 文孝（立教大学文学部教授）
本間 次彦（明治大学政治経済学部教授）
研究の目的：
周知の如く、中国伝統思想においては、古くより、功利と倫理（道徳）の問
題が不断に議論されてきた。しかし、この問題について、特定の時期に興起し
た特定の思想家や学派が分析を受けることはあったが、より広い視点から考察
されることは少なかった。溝口雄三による、明代後期以降清代にかけての天
理・人欲関係の通時的変化の抽出などは、そうした数少ない業績のひとつであ
るといえる。今回の研究プロジェクトでは、従来の研究の到達点を再確認し、
この「古くて新しい」問題に対していかなる新たなアプローチが可能かを模索
することとしたい。
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研究内容・方法：
研究の内容は、中国思想における「功利」と「倫理」の関係問題についての
従来の研究を回顧し、その議論の射程を確認するとともに、メンバー各自の問
題意識に従って個別に研究を進め、各人が当該問題についてそれぞれに新たな
地平を切り開くことを目指す。方法としては、ほぼ月に一回のペースで定期的
に会合を開き、まず書籍・論文の合評会や研究発表を行い、その後フリーディ
スカッションを行う。メンバーは宋明期中国思想、及び江戸時代日本思想の専
門家であるので、その領域を中心とした議論の展開になることが予想される。
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